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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

本研究では、特定の地域の特定の人びとによるパイナップル（以下、パイン）とのコ

ミュニケーションや生活世界によって、パインの価値は決して同一には現れることはな

く、特別な意味が生成されるという議論を展開した。本研究は、沖縄・石垣島の移民二

世にとってパインとはいったい何であるのかという問いを立て、その問いを紐解く視野

を開くものである。本研究の問いにたいする結論を述べると、移民二世にとってパイン

は、自立した生活を支える自己アイデンティティや「少数者の共同性」を形成するもの

であり、パイン生産による土地の価値転換やパインの価値づけから、自らの環境世界を

創造するものであることが明らかになった。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔    パイナップル 〕 〔 植民地的支配 〕 〔 社会的承認 〕 



※ ホームページ等で公表します。（様式２－１）  

立 教 Ｓ Ｆ Ｒ － 院 生 － 報 告  

 

研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 

問題の背景  

 現代の日本社会では、パインアップル（以下、パイン）は Dole や Del  Monte などのグ

ローバル企業によって熱帯地域のプランテーションで大量生産され、大型コンテナで 輸入

されるようになった。大概の人びとのあいだでは、遠く離れた亜熱帯地域で生産されるパ

インも、都市部のスーパーマーケットやコンビニで販売・消費されるパインも、同一のパ

インとして認識されている。いつどこにいても手軽に手頃に食べられる、それがこの社会

で共有されるパインの普遍的価値である。  

しかし、パインの普遍的価値の浸透の裏返しで生じる意味喪失は、ユルゲン・ハーバー

マスが「システムによる生活世界の植民地化」（ハーバーマス  1981＝ 1987:  319）と呼ん

だ文化の困窮化を生じさせる。大量生産／大量消費システムのなかでは、パインと人の相

互行為やパインを介した人と人との相互行為は匿名化され、生活世界から切り離されて技

術化される。そこには、パインを介して一人ひとりがかけがえのない存在として他者と出

会い、コミュニケーションをとおして互いの自己を表現し、個性を形成し合いながら構成

する相互主観的な世界はない。  

 

研究の成果  

本研究では、彼らの自己アイデンティティや自己実現の問題にたいする理解の柱と し

て、アクセル・ホネットの承認論で取り出される三つの承認形式と尊重欠如を補助線にし

た「社会的承認」という概念を導入する。社会的承認は、人間が生きてい くうえで他者に

よって認められて受け入れられる経験をどれほど必要としているのかという洞察がその

土台にあり、人間が社会のなかで存在がまるごと愛されること、等しく認められること、

差異がきちんと評価されること、総じて他者から認められて存在が受けいれられることを

求めた生活実践や生き方を把握する視点である。  

本研究のなかで社会的承認から検討していくのは、単に人間と人間の関係を主題化する

社会的承認のみならず、自らの環境世界への社会的承認であ る。それは地域における環境

の定義の獲得と言い換えることもできる。社会的承認において環境の視点の検討が求めら

れるのは、私たちが生きる社会は、モノ＝自然（物）を必要とし、利用・管理し、意味を

与える人間と環境の関係で成り立ち、こうした有意味な関係性が網の目のように連関した

環境に社会は適応し、それを変化させているからである。さらに、本 研究では人間とパイ

ンの関係を、人間と自然の関係から捉えるだけでなく、人間とモノの関係として捉えるこ

とで、自然（物）の移動という視角も組み込むことができ、パインの移動によって創造さ

れる地域の自然や環境世界にまで視野を広げることが可能となる。  

本研究の調査対象地である 石垣島は、八重山諸島のなかでも移民を送り出すという よ

り、移民を受け入れてきた島として、大きく歴史を展開してきた。先祖代々暮らしてきた

人びとと、多様な社会的な背景やルーツをもつ移民が集って文化や社会をつくってきた島

嶼ゆえに「合衆国」（三木  2010）といわれてきた。本研究では、地理的文化的な意味で「周

辺」に位置づけられる名蔵・嵩田地区で暮らす移民二世 3 名の生活史を取り上げる。なぜ

特定の移民二世を対象にしたのかといえば、「〈社会的に存在を否定されているような感

じ〉」（ホネット  2000＝ 2005:  106）を抱いてきた彼らにとって、パインが自己アイデンテ

ィティや自己実現の問題と関係し、自立した生活の維持・存続にかかわるものとして生活

史と密接に結びついているからである。彼らの生活史では、社会共同体の構成員として法

的に認められずに尊厳が傷つけられた経験や集団的特性から差別やいじめを受けてきた

経験、地域共同体のなかで変わり者や浮いた存在として疎外感を抱いてきた経験が語られ

る。このように地域共同体から不当な承認を受けたり、承認が歪められてきたりした一方

で、移民や後続世代は社会が直面した危機的状況に対して、その時その時でパイン生産を

発展させてきたことで、地域共同体から社会的承認を得てきた。  
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こうした社会的承認によって、自立した生活に欠かせない自己アイデンティティを形

成・維持し、人生を豊かにする自己実現に向かって進んできた。ただし、同じ地域の移

民二世とはいえ、自己アイデンティティの自己決定は同一ではなく、パインとのコミュ

ニケーションや生活世界によって、台湾系、パイン農家、「へんな」というようにアイデ

ンティティの自己決定は異なり、個々人の差異から自己を表現し、個性を築いている。  

彼らの生活史では、適地適作の観点から、パインによる土地の価値転換やパインの価

値づけに向けた生活実践をとおして、地域に付された否定的な自然や風土、歴史に対す

る見方を転換して環境世界を創造している。G・ H・ミードの「自我であるためには、人

は共同体の成員であらねばならない」（ミード  1934=1995:  201）という視点に立ち返れ

ば、創造された環境世界で、地域と自己の肯定的な関係を築き、自己の社会的な存在価

値を生み出している。  

さらに、パインの社会的相互作用によって形成される「少数者の共同性」は、パイン

をとおした他者との関係、自然との関係、地域との関係の自覚化を経て社会的な存立性

の根拠としてあり、社会生活を成り立たせるものである。しかし、「少数者の共同性」は、

強い共同意識に支えられて強固に関係づけられる単一の 多数者の共同性ではない。「少数

者の共同性」は、社会状況や問題の認知によってパインを発達させる課題への認識や解

決に向けての行動が異なるように複数存在する。本研究では、パイン生産をめぐる台湾

ネットワークの共同性や栽培の共同性、生産出荷組合の共同性として発現した。本研究

から言えるのは、いずれもパインの発達から地域を発展させようとする共同性に変わり

はないということである。本研究では、地域のにおける「少数者の共同性」の複数性か

ら、従来の沖縄研究とは異なる共同性の回路を導き出したといえるだろう。  

本研究では、パイン産業史の陰に隠れてきた一人ひとりの生活史を社会的承認によっ

てすくいあげることで、パインを文化や歴史、地域資源へと成長させた、移民やその後

続世代の生活実践や生き方を示すことができた。このように生活史のなかで発達してき

たパインは、石垣島の移民や後続世代にたいして、過去の尊厳毀損の経験やアイデンテ

ィティが脅かされる不安定な状況を打ち破り、未来に向けて自由で自立した生活を送れ

る力を与えてきた。それゆえに、パインは生活世界の保存や社会的・文化的な自己理解

にもかかわるものとして存在し、現在では地域社会の文脈に広く開かれることで石垣社

会を語る象徴の一つとなったといえる。  

本研究は、沖縄研究のなかで、石垣社会という多様な社会的な背景やルーツをもつ人

びとが生きる「場」から問題を発し、「生の実存」（関  2018 :  ⅱ）の視点から生活史を取

り上げ、自己アイデンティティや共同性を示すことによって、標準化・規範化された沖

縄の語り方を変えることにつながった。それは、日本社会の多様性を参照するための沖

縄ではなく、沖縄自体の多様性や複雑性を語ることにつながり、多元的な社会を描き出

すことに成功した。  
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